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水戸市青少年育成推進会議 検索

第9回 中学生交流会
テーマ：コロナ禍で私たちができることは　～協働の中で最適解を考える～

日時：令和2年12月22日（火）16：30～18：30
会場：水戸市役所 2階 市民協働会議室（こみっとルーム）及び市内各中学校

　本
推
進
会
議
主
催
の
第
9

回
中
学
生
交
流
会
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
と
書
面
で
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
で
行
い
ま
し
た
。

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ア
プ
リ

Z
o
o
m
（
ズ
ー
ム
）
を
使
っ

て
、
水
戸
市
内
の
国
公
立
と

私
立
の
中
学
校
21
校
の
う
ち

15
校
を
結
び
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
と
全
体
交
流
会
を
通
じ
て
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
自
分
た
ち

が
出
来
る
こ
と
を
話
し
合
い

ま
し
た
。
当
日
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
が
出
来
な
か
っ
た
中
学

校
に
は
、
書
面
で
同
じ
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
話
し
合
い

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。テーマを考えた緑岡中学校



青
少
年
指
導
者
研
修
会

　

年
度
当
初
の
部
会
で
は
、
今
年
度

の
中
学
生
交
流
会
の
開
催
は
無
理
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
の
行
事
が
次
々
と

中
止
に
な
っ
て
い
く
中
で
、
な
ん
と

か
思
い
出
に
残
る
交
流
会
を
開
催
し

た
い
と
の
部
員
の
想
い
が
集
ま
っ
て
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ア
プ
リ
Z
O
O
M
を

利
用
し
て
放
課
後
の
2
時
間
を
使
っ

た
交
流
会
の
開
催
を
決
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
が
難
し

い
中
学
校
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
事

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
書
面
で
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
と
し
ま
し
た
。

　

時
間
が
限
ら
れ
た
中
で
の
開
催
な

の
で
、
ま
ず
は
事
前
に
水
戸
市
内
の

国
公
立
と
私
立
の
中
学
校
21
校
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
声
が
聞
こ

え
て
こ
な
い
こ
と
が
と
て
も
気
に

な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
は
、
子
ど

も
た
ち
は
大
き
な
不
安
や
疑
問
を
抱

え
て
い
る
と
い
う
事
で
し
た
。
中
に

は「
給
食
も
前
を
向
い
て
無
言
で
食

べ
る
な
ど
学
校
生
活
の
中
で
も
我
慢

し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
大
人
は
出
か

け
た
り
飲
み
に
行
っ
た
り
し
て
い
る

の
か
」と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

素
直
な
子
ど
も
の
視
線
に
、
は
っ
と

さ
せ
ら
れ
る
回
答
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

当
日
は
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
グ

ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
2
回
と
全
体

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
事
前

　
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」と
は
、

集
団
に
よ
る
問
題
解
決
、
ア
イ
デ
ア

創
造
、
教
育
、
学
習
な
ど
を
支
援
・

促
進
す
る
働
き
の
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
、
ま
ち
づ
く
り
、
教
育
な
ど
様
々

な
場
で
今
、
注
目
を
集
め
、
学
ば
れ

て
い
る
ス
キ
ル
で
す
。

　

講
師
と
し
て
特
定
非
営
利
活
動
法

人
日
本
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会

会
員
の
シ
ン
ヤ
理
恵
氏
と
小
野
瀬
昌

人
氏
を
お
招
き
し
て
、
模
擬
会
議
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し

た
。
各
地
区
で
も
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

●
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は
、

児
童
生
徒
に
1
人
1
台
P
C
端
末

と
、
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と

第
１
回

会
議
が
変
わ
れ
ば
組
織
も
変
わ
る

「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
入
門
」

と　

き
／
令
和
2
年
9
月
2
日（
水
）�

と
こ
ろ
／
市
役
所
大
会
議
室�

講　

師
／
シ
ン
ヤ
理
恵
氏
・
小
野
瀬
昌
人
氏

第
２
回

水
戸
市
内
の
児
童
生
徒
す
べ
て
に

P
C
端
末
1
人
1
台

「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
」

　
　
　

と　

き
／
令
和
2
年
12
月
16
日（
水
）

　
　
　

と
こ
ろ
／
市
役
所
こ
み
っ
と
ル
ー
ム

　
　
　

講　

師
／
髙
松
剛
氏

と
　き
／
令
和
2
年
10
月
17
日（
土
）

と
こ
ろ
／
水
戸
市
少
年
自
然
の
家

青
少
年
若
者
体
験
活
動
事
業

　

小
学
4
年
生
か
ら
6
年
生
が
水
戸

市
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
ズ
会
の
リ
ー
ド
の

も
と
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

＊
み
ん
な
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
屋
外
で
の

活
動
は
で
き
ず
、
多
目
的
ホ
ー
ル
で

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
一
緒
に
楽
し
く
遊

び
、
皆
が
打
ち
解
け
ま
し
た
。

＊
ポ
イ
ン
ト
を
探
せ
！ 

館
内
ビ
ン
ゴ

　

館
内
の
あ
ち
こ
ち
に
花
や
虫
の
写

真
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
班
に
分
か

れ
そ
の
場
所
を
探
し
て
名
前
を
答
え

る
と
ビ
ン
ゴ
の
マ
ス
が
埋
ま
り
ま

す
。
班
の
人
と
協
力
し
な
が
ら
、
得

点
と
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

＊
も
っ
た
い
な
い
鬼
ご
っ
こ

　

ど
の
よ
う
に
食
品
ロ
ス
が
発
生
し

て
い
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
を
自
分
自
身
が

食
べ
物
に
な
り
き
っ
て
、
鬼
ご
っ
こ

を
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

もったいない鬼ごっこ

に
接
続
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
が
、

当
日
上
手
く
音
声
が
繋
が
ら
な
い
学

校
も
あ
り
、
手
書
き
の
フ
リ
ッ
プ
や

チ
ャ
ッ
ト
機
能
も
使
っ
て
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。
医
療
従
事
者
な
ど

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
方
へ

の
感
謝
や
そ
の
感
謝
の
表
し
方
、
そ

し
て
コ
ロ
ナ
禍
で
の
差
別
や
偏
見
に

対
す
る
意
見
が
多
く
出
て
き
ま
し

た
。
差
別
や
偏
見
は
、
自
分
や
家
族

が
感
染
し
た
時
に
自
分
た
ち
に
も
向

け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
恐
怖

や
不
安
と
直
結
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
在
り
方
自
体
が
変
わ
っ
て

い
く
の
で
は
、
と
い
う
意
見
も
出
て

い
ま
し
た
。
い
じ
め
に
繋
が
ら
な
い

よ
う
に
な
ど
、
違
う
中
学
校
の
取
り

組
み
を
知
る
こ
と
で
ヒ
ン
ト
を
得
た

り
、良
い
交
流
が
出
来
た
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
お
忙
し
い
中

開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
中
学
校

の
先
生
方
、
ホ
ス
ト
を
担
当
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
水
戸
こ
ど
も
の
劇

場
、
そ
の
他
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
々
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

「水戸のおすすめ遠足目的地」というテーマを想定し
た模擬会議が白熱

1. 場のデザイン 席の配置など、意見が出やすい工夫

2. 対人関係 アイデアや意見が歓迎される雰囲気

3. 構造化 黒板などで、議論を「見える化」

4. 合意形成 会議の決定に皆が納得できるプロセス

ファシリテーション4つのスキル

2み ち し ば



で
、
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、

個
別
に
最
適
化
さ
れ
た
学
び
を
実
現

す
る
こ
と
で
す
。

●
端
末
は
グ
ー
グ
ル「
ク
ロ
ー
ム

ブ
ッ
ク
」、
ま
ず
は
学
校
で
活
用
し

て
い
き
ま
す
が
、
今
後
は
、
持
ち
帰

り
な
ど
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

●
市
総
合
教
育
研
究
所
の
髙
松
剛
氏

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を
開
催
し

ま
し
た
。
活
発
な
質
問
が
相
次
ぎ
、

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
で
も
、
P
C
で
も

リ
モ
ー
ト
会
議

「
Z
o
o
m
会
議
の
勉
強
会
」

と　

き
／
令
和
2
年
12
月
16
日（
水
）

と
こ
ろ
／
市
役
所
こ
み
っ
と
ル
ー
ム

講　

師
／
井
川
健
一
氏

「スマホで外出先からでも会議に出られます。
使い慣れると手放せません」

主
張
文
発
表
の
ｗ
ｅ
ｂ
発
信
に

伴
う
録
音
を
し
ま
し
た

水
戸
市
少
年

の
主
張
大
会

第35回
　

例
年
で
す
と
、
5
月
末
に
は
各

中
学
校
か
ら
主
張
文
を
提
出
し
て

も
ら
い
、
審
査
会
を
経
て「
少
年
の

主
張
大
会
」を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
6
月
末
に
ア
ダ
ス
ト
リ
ア

み
と
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
の
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
と
休
校
の
影
響
で
断
念
し
ま

し
た
。
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
る
の
か
、
と
い
う
事
が
と
て
も

気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
夏
休
み
に

主
張
文
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
声
を
聴
き
、
そ
れ
を

私
た
ち
大
人
が
受
け
止
め
る
よ
う
な

施
策
が
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。

　

実
は
今
ま
で
も「
少
年
の
主
張
大

会
」の
開
催
に
際
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
声
を
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ま

に
聞
い
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
言
葉
に
は
学
ぶ

こ
と
も
多
く
、
気
付
き
を
も
ら
う
こ

と
も
と
て
も
多
い
で
す
。
今
回
は
、

こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
み
と

の
魅
力
発
信
課
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
各
中
学
校
代
表
の
主
張
文
発
表

を
録
音
し
、
水
戸
市
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル（
下
記
参
照
）で
配

信
し
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
聴
い

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

録
音
に
立
ち
会
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
み
ん
な
し
っ
か
り

し
た
考
え

を
持
ち
自

分
ら
し
い

言
葉
で
紡

い
で
い
ま

す
。
正
直

と
て
も
感

動
し
、
涙

が
出
ま
し

た
。ぜ
ひ
、

子
ど
も
た

ち
の『
想

い
』
を
お

聴
き
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
た
ち
の
声
を
、
多
く
の
方
に
お
届

け
で
き
る
よ
う
な
施
策
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
中
学
校
の
先
生
方
、

保
護
者
の
み
な
さ
ま
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

水戸市
YouTube
チャンネル

「優秀賞」
学校名 氏　名 学年 タイトル

第 一 中 浅野　颯樹 3 想像し、つなぐ、
希望のバトン

第 二 中 益子　咲良 2 未成年の私が大人に
出会って考えた事

第 三 中 武田ゆい子 2 大人になっても

緑 岡 中 鈴木　琴音 3 マナーを守ること

第 四 中 蛭田　　唯 3 私の大成功

赤 塚 中 青木　日菜 1 みんな同じ「命」

第 五 中 阿久津紗良 3 防災リーダー研修で
学んだこと

見 川 中 佐川　瑚桜 2 平等って何だろう

双 葉 台 中 永井　百佳 3 私はなります

笠 原 中 助川　姫菜 3 思いやる心が第一歩

石 川 中 井ノ﨑百奈 1 ゴミ袋から
考えること

千 波 中 蓮井菜乃花 3 プラスチックと
コロナ

常 澄 中 加藤　優奈 2 私の夢

内 原 中 倉本　結太 3 嫌いだけど、
失いたくない自分

国 田
義務教育学校 戸﨑　千尋 8 優しさの種類

茨城大学教育
学 部 附 属 中 髙野　壮平 3 思いやりがある

社会を目指して

水 戸 英 宏 中 榎本　悠花 2 地域で感じた
思いやり

智 学 館
中等教育学校 竹内　愛美 3 私の将来の夢

（　　）応募総数
2,007点

当日資料の
QRコード

GIGAとは、Global and Innovation Gateway for Allの略

●40分までは無料です（有料アカウントであれば制限時間なし）

●主催者が登録すれば、参加者はアカウント登録不要です

●しゃべっていない人は、必ずマイクを切るのが「コツ」

●無料版でも100人と同時接続できます

●録画機能があるので記録を残せます

Zoomとは

3 み ち し ば



本推進会議の地域・環境
部会が各地区青少年育成
会の取り組みを支援して
います。

こ
ど
も
の
安
全
守
る
家

問い合わせ先　　　　　　　　

水戸市生涯学習課
TEL 029-306-8692（直通）
FAX 029-306-8693
Eメール： 
seisyounen@city.mito.lg.jp

家庭
の日

絵画・ポスターと
作文コンクール
表彰式
と　き／令和2年11月28日（土）
ところ／イオンモール水戸内原

入賞者一覧  （敬称略）入賞者一覧  （敬称略）

最優秀賞 （作品は８ページに掲載）

関　根　百　花	 （笠原幼５歳）
高　橋　咲　菜	 （内原小１年）
小田野　湊　斗	 （柳河小４年）
鬼　澤　琴　美	 （石川中３年）

優秀賞
江　橋　颯　介	 （笠原幼５歳）
栗　原　凛々華	 （笠原幼５歳）
安　藤　陽　菜	 （浜田小１年）
村　田　結　琉	 （見川小２年）
中　川　愛　菜	 （三の丸小４年）
富　田　琉　愛	 （酒門小６年）
石　黒　詩　乃	 （双葉台中２年）
笠　井　　　匡	 （双葉台中２年）

	 	
	 	

最優秀賞
寺　門　丹　子	 （妻里小３年）
牧　山　心　愛	 （内原小６年）

優秀賞
坂　本　康太郎	 （笠原小１年）
武　内　智　哉	 （新荘小２年）
根　本　直　香	 （浜田小４年）
弓　野　真　依	 （梅が丘小４年）
笠　井　　　匡	 （双葉台中２年）

絵画・ポスターの部

作文の部

［絵画・ポスター部門］ 幼児の部、小学生低学年の部

［絵画・ポスター部門］ 小学生高学年の部、中学生の部

［作文部門］ 小学生低学年の部、小学生高学年の部、中学生の部

イオンモール水戸内原にて展示（11月25日～ 12月1日）
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地
域
・
環
境
部
会
で
は
、「
家
庭

の
日
」推
進
事
業
、
社
会
環
境
向
上

活
動
、
緊
急
避
難
所「
こ
ど
も
の
安

全
守
る
家
」事
業
、
青
少
年
健
全
育

成
標
語
塔
事
業
の
他
、
社
会
環
境
向

上
活
動
の
一
つ
と
し
て
、月
に
1
回
、

市
内
9
箇
所
に
設
置
さ
れ
た
白
ポ
ス

ト
に
よ
る
有
害
図
書
等
の
回
収
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
見
せ

た
く
な
い
雑
誌
、
ビ
デ
オ
・
D
V
D

は「
白
ポ
ス
ト
」へ
。

　

恒
例
の
三
中
地
区
合
同
球
技
大
会

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

中
止
と
な
り
、
三
学
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
が
困
難
な
状

態
で
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
全
学
年

が
対
象
で
す
が
、
三
密
を
避
け
る
た

め
、
参
加
者
は
浜
田
・
城
東
・
上
大

野
小
学
校
の
６
年
生
及
び
保
護
者
１

名
の
み
と
し
、
約
1
5
0
名
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
参
加
児
童
に
配
布
さ
れ
た
三
中
生
と
同
じ
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
て
、桜
川
沿
い
の
遊
歩
道
を
主
に
歩
き
ま
し
た
。

　

各
小
学
校
の
先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
育
成
会
役
員
、
三
中
生

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
危
険
個
所
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
た
ち
に
立
哨
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
６
年
生
に
は
、
４
月
か
ら
の
中
学
校
生
活
を
楽
し
み
に
し
て
も
ら
え
た
と
思

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
、
参
加
児
童
、
保
護
者
、
先

生
が
皆
楽
し
く
歩
き
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
他
の
学
校
と
の
交
流
も
で

き
て
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

有
害
図
書
等
回
収
事
業（
白
ポ
ス
ト
）

～
子
ど
も
に
見
せ
た
く
な
い
雑
誌
、

ビ
デ
オ
・
D
V
D
は「
白
ポ
ス
ト
」へ
～

白ポスト設置場所・回収状況

No. 名　　称 設置場所 令和元年度回収状況
（単位：点）

1 水戸駅南口 桜川1丁目　水戸駅南口東棟自転車駐輪場付近 82
2 若宮団地 若宮1丁目　若宮団地入口付近 210
3 中央郵便局前 三の丸1丁目　中央郵便局前 124
4 水戸駅北口 宮町1丁目　ペデストリアンデッキ西側階段下 365
5 赤塚駅北口 赤塚駅北口階段下 57
6 赤塚駅南口 赤塚駅南口駐輪場付近 178
7 河和田団地 河和田3丁目　河和田郵便局前 604
8 桜川団地 見川5丁目　県営桜川団地バス停付近 57
9 内原駅前 内原駅駐輪場付近 299

計 1,976

三 中 地 区わたしたちの
地域⑥

入学まで待てない！三中地区歩く交流会
「６年生に新しい仲間と一緒に小学校の思い出を作ってもらおう」

令和２年１１月８日（日）

経路 ●行き…浜田小学校 ⇒ 石垣橋 ⇒水戸駅南口下 
⇒ 偕楽園（記念撮影） 
⇒ 四季の原（昼食・レクリエーション）

●帰り…四季の原 ⇒ 水戸駅南口下 ⇒ 石垣橋 
⇒ 浜田小学校
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四 中 地 区わたしたちの
地域⑦

「花いっぱい事業2020」
令和2年11月29日（日）

　
第
四
中
学
校
に
て
、
同
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
合
同
で
「
花
い
っ
ぱ
い
事
業

２
０
２
０
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
学
校
行
事
が
軒
並
み
中
止
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
生
徒
達
を
励
ま

す
の
が
目
的
。
ま
た
、
学
校
の
近

く
を
通
る
地
域
の
方
々
の
癒
し

に
な
れ
ば
と
の
思
い
も
込
め
て
…

　
市
植
物
公
園
の
西
川
園
長
ご

指
導
の
も
と
、
校
内
外
７
か
所
の

花
壇
に
１
１
０
名
の
参
加
者
で
パ

ン
ジ
ー
・
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
等
約
２

５
０
０
株
を
植
え
、
彩
り
豊
か
な

花
壇
が
仕
上
が
り
ま
し
た
。

「三行詩ふれあいコンクール」
令和2年11月28日（土）

　
四
中
地
区
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
学

校
生
活
を
送
る
子
ど
も
た
ち
の
声
を

地
域
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と

「
三
行
詩
ふ
れ
あ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は「
家
族
・

友
だ
ち
・
近
所
の
人
」

　
小
中
四
校
か
ら
選
ば
れ
た
作
品
が

吉
沢
小
体
育
館
に
展
示
さ
れ
、
地
域

の
方
々
や
小
中
学
生
、
そ
の
家
族
等

が
、
心
温
ま
る
作
品
を
鑑
賞
し
、
一

番
と
思
う
作
品
に
投
票
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
地
域
ぐ
る
み
で
一

つ
の
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
郷

土
の
絆
を
再
認
識
出
来
ま
し
た
。

学
校
に
行
け
ば
友
達
と
話
せ
る
「
あ
た
り
ま
え
」

家
に
帰
れ
ば
家
族
が
待
っ
て
い
る
「
あ
た
り
ま
え
」

「
あ
た
り
ま
え
」
が
あ
た
り
ま
え
で
あ
る
こ
と
っ
て
幸
せ

コンセプトは、「かわいい」「華やか」「元気になる」
壺から花が流れ出ている

　

健
康
管
理
の
た
め
に
、
朝
の
散

歩
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。

　

近
く
の
小
学
校
の
集
団
登
校
に

出
会
う
の
も
散
歩
の
途
中
で
あ
る
。

　

班
長
さ
ん
の
す
ぐ
後
ろ
を
、
黄

色
い
カ
バ
ー
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
い
、
速
い
足
取
り
で
歩
く
一
年

生
は
、
つ
い
て
行
く
だ
け
で
精

一
杯
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
四

月
初
め
に
は
、

班
長
さ
ん
が

一
年
生
を
背

負
っ
て
登
校

す
る
光
景
に

も
出
会
っ
た
。
夏
休
み
を
迎
え
る

頃
に
は
、
楽
し
そ
う
に
大
き
な
声

で
話
し
な
が
ら
登
校
す
る
姿
に
出

会
う
と
、
子
ど
も
の
成
長
は
確
実

で
順
調
だ
な
と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。

　

散
歩
を
始
め
た
頃
は
、
登
校
班

の
列
に
近
づ
い
て
く
る
私
へ
の
接

し
方
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
っ
た
。
概

ね「
見
知
ら
ぬ
大
人
に
要
注
意
」と

い
う
学
校
の
指
導
が
行
き
届
い
て

い
る
の
が
良
く
分
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
同
じ
登
校
班
に
出
会

う
た
び
に
、子
ど
も
よ
り
も
早
く
、

大
き
な
声
で「
お
は
よ
う
」の
声
か

け
を
始
め
た
。
子
ど
も
相
手
と
い

え
ど
も
自
分
か
ら
声
に
出
す
の
は

な
か
な
か
難
し
い
。
当
初
は
、
こ

ち
ら
が
期
待
し
た
返
事
が
返
っ
て

こ
な
い
時
も
あ
り
、
継
続
が
危
ぶ

ま
れ
た
。

　

し
か
し
、
自
分
に
言
い
聞
か
せ

る
よ
う
に
挨
拶
を
継
続
し
て
み

た
。
す
る
と
、
少
し
ず
つ
様
子
が

変
わ
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、「
お

は
よ
う
」の
後
に
続
け
る
言
葉
の

大
切
さ
に
気
づ
か
さ
れ
た
。「
暑

い
ね
・
寒
い
ね
・
元
気
だ
ね
」と

い
う
言
葉
を
重
ね
て
い
く
う
ち

に
、
子
ど
も

達
の
返
事
に

笑
顔
が
つ
い

て
く
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
時
節
、
マ

ス
ク
を
し
て
の
登
校
は
、
感
染
防

止
の
た
め
の
当
た
り
前
の
風
景
に

な
っ
て
い
る
。
笑
顔
は
見
取
れ
な

い
が
、
マ
ス
ク
の
下
で
は
、
き
っ

と
笑
顔
が
隠
れ
て
い
る
に
違
い
な

い
。

（
水
戸
市
教
育
委
員
会
委
員

東
小
川
昌
夫 

記
）

お
は
よ
う

うち
の子

となり
の子

⑫
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　水戸市サブリーダーズ会（水戸市高校生会）は、
水戸市に在住又は水戸市内の高等学校に通う高
校生によって組織されるボランティア団体です。
　休日や祝日、長期休業日などに行われている子
ども会行事や水戸市が主催する事業の補助指導
者として子どもたちと一緒に、レクリエーションやキャ
ンプ活動を行っています。
　入会希望の方はご連絡ください。子どもが好き
な方、ボランティアに興味のある方、大歓迎です。
随時募集しています。
▶年会費／３５０円
▶申込み・問合せ／
　生涯学習課 
　（☎０２９−３０６−８６９２）

大人のマナーアップ運動
大人が変われば、子どもも変わる
大人のマナーアップ運動
大人が変われば、子どもも変わる

　茨城県青少年育成協会では、青少年の心を
育てるキャンペーンとして、親や大人が改めて自ら
の日常生活のあり方を振り返り、姿勢を正していく
ことを願い、「大人が変われば子どもも変わる」
運動を推進しています。
　「子どもは社会を映す鏡」と言われるように、青
少年問題の背景には、親や大人の生き方や社会
のあり方が深く関わっています。次世代を担う青
少年を健全に育てていくために、大人は言葉や
態度で、子どもに規範を示していきましょう。

　

本
事
業
は
、
水
戸
市
、
笠
間
市
、
小
美
玉
市
、
茨

城
町
、
大
洗
町
、
城
里
町
の
6
市
町
が
青
少
年
の
健

全
育
成
の
た
め
に
連
携
し
、
共
に
向
上
す
る
た
め
に

各
地
区
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
令
和

2
・
3
年
度
は
、
水
戸
市
が
担
当
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
29
年
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
水

戸
市
少
年
自
然
の
家
の
機
能
や
活
動
に
つ
い
て
視
察

見
学
し
、
実
際
に
焼
き
杉
板
を
体
験
し
な
が
ら
情
報

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
改
め
て
水
戸
に
は
素
晴
ら
し

い
施
設
が
あ
る
と
誇
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。

水
戸
地
区

　
青
少
年
育
成
市
町
民
会
議
連
絡
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
協
議
会

と
　
き
／
令
和
2
年
12
月
3
日（
木
）

と
こ
ろ
／
水
戸
市
少
年
自
然
の
家

令
和
２
年
度
の
賛
助
会
員
の
方
々
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

令
和
３
年
２
月
現
在 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

○
法
人
・
団
体
の
部

　

公
益
社
団
法
人　

水
戸
青
年
会
議
所

　

水
戸
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

水
戸
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

水
戸
こ
ど
も
の
劇
場

　

水
戸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

水
戸
更
生
保
護
女
性
会

　

水
戸
商
工
会
議
所　

青
年
部

　

水
戸
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

水
戸
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

茨
城
県
信
用
組
合

　

水
戸
市
国
公
立
幼
稚
園
・

こ
ど
も
園
連
絡
協
議
会　

　

水
戸
市
立
三
の
丸
小
学
校

　

有
限
会
社　

森
田
商
事

中
央
労
働
金
庫　

茨
城
県
本
部

有
限
会
社　

湖
南
家
具
販
売

髙
島
通
信
電
設　

株
式
会
社

水
戸
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会　

茨
城
県
青
少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会

水
戸
市
立
千
波
中
学
校

株
式
会
社　

吉
田
石
油

水
戸
市
立
常
磐
小
学
校

水
戸
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

水
戸
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

水
戸
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

水
戸
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

水
戸
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

水
戸
市
立
見
川
中
学
校 

※
本
人
の
御
意
向
に
よ
り
未
掲
載
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

○
個
人
の
部

　

谷　

萩　

紀　

行

　

関　

山　

ふ
み
子

　

大　

部　
　
　

浩

　

金　

成　
　
　

滋

　

立　

川　
　
　

力

　

岡　

﨑　

充　

芳

　

川　

又　

一　

郎

　

大　

西　

は
る
の

　

原　
　
　
　
　

毅

　

林　
　
　

由
香
里

　

大　

津　

昌　

基

　

稲　

田　
　
　

清

　

打　

越　

克　

義

　

谷　

中　

正　

實

　

小　

泉　

左　

京

　

大　

野　

文　

雄

　

大　

高　
　
　

穣

　

鈴　

木　

益　

栄

吉　

田　
　
　

仁

髙　

丸　

知　

道

冨　

山　
　
　

憲

中
井
川　

正　

次

小　

林　

理　

博

松　

本　

知　

隆

綿　

引　

直　

人

綿　

引　

浩　

子

本　

郷　

き
ぬ
子

桑　

名　

誠　

治

桑　

名　

サ
チ
子

瀬　

谷　

和　

人

板　

橋　

幸　

子

関　

口　

慶　

久

綿　

引　
　
　

勝

齋　

藤　

直　

哉

加
倉
井　

喜　

正

ガスバーナーで焼く のりで文字を描く（日々新なり）

焼き杉板体験

一緒に活動して
みませんか

君もサブリーダー
になろう!

twitter
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令和３年度 水戸市青少年育成推進会議
定 期 総 会 予 定

○
吉　

川　

幸　

江（
常　

澄
）

　

本　

郷　

き
ぬ
子（
育
成
者
）

　

石　

野　

奈
緒
美（
育
成
者
）

　

橋　

本　

隆　

志（
一　

中
）

　

綿　

引　

浩　

子（
飯　

富
）

　

相　

羽　

晴　

子（
五　

中
）

　

戸　

㟢　
　
　

力（
国　

田
）

　

芝　

間　

紀　

子（
千　

波
）

　

川　

又　

美　

幸（
三　

中
）

　

綿　

引　

弘　

美（
緑　

岡
）

　

工　

藤　

敬　

子（
四　

中
）

　

中　

村　

典　

子（
見　

川
）

　

大　

高　

は
づ
き（
笠　

原
）

　

井　

川　

健　

一（
内　

原
）

　

亡
き
三
浦
春
馬
主
演
の「
天
外
者
」の

映
画
を
観
た
。（
天
外
者
…
て
ん
が
ら

も
ん
・
す
さ
ま
じ
い
才
能
の
持
ち
主
）

日
本
の
未
来
を
切
り
開
い
た
男
、「
五

代
友
厚
」の
生
涯
を
描
い
た
作
品
。

　

江
戸
時
代
末
期
、
薩
摩
藩
士
の
五
代

友
厚
が
、
新
し
い
時
代
の
到
来
を
予
感

し
、
世
界
に
目
を
向
け
て
い
た
坂
本
龍

馬
、
岩
崎
弥
太
郎
、
伊
藤
博
文
ら
と
共

に
激
動
の
時
代
を
駆
け
抜
け
る
。

―
こ
ん
な
に
も
日
本
の
未
来
を
考
え
、

命
を
か
け
生
き
て
い
た
人
物
が
い
た
こ

と
。
彼
が
い
な
か
っ
た
ら
、
今
の
日
本

は
無
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
―

　

三
浦
春
馬
の
素
晴
ら
し
い
演
技
と
共

に
、「
未
来
の
日
本
を
考
え
る
」と
い
う

課
題
を
貰
っ
た
気
が
す
る
。（

N
・
S
）

編
集
委
員
（
○
委
員
長
）

編 

集 

後 

記

日時／令和 3年 4月 24 日（土）
　　　午前 9時 30 分から
場所／水戸市役所 4階　中会議室

変更の場合もあります。

▲「みんなでうみ」　笠原幼稚園　関根　百花

▲「見つけた!! さそり座!!」  柳河小学校  4年  小田野  湊斗

▲「どんなかたちでも」　石川中学校　3年　鬼澤　琴美

▲「さいたさいたおおきなひまわり」　内原小学校　1年　高橋　咲菜

「家庭の日」 絵画・ポスター最優秀作品


